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- 4 - 
して、児童養護問題においては当事者やその家族による運動が組織化されに
くいという児童養護問題特有の性質が、児童養護制度・政策の進展を困難に
していることを明らかにした。当事者やその家族による運動を阻む背景とな
ったのが、母性剥奪理論（のちに愛着理論）である。この理論は、養護施設
において「ホスピタリズム論争」の契機となっただけではなく、「三歳児神
話」をはじめ養育における親、特に母親の道義的責任を強調するものとして
社会に浸透し、当事者運動の発展を阻んできたのである。  
以上の児童養護制度・政策の史的展開から明らかになった特質や課題を受
けて、最後に児童養護制度・政策の本質的課題と今後のあり方として以下６
点を挙げ詳述した。  
１．児童問題および子どもの養育に関する社会科学的分析の必要性、および
それに基づく制度・政策の策定  
２．社会的子育て観に基づく包括的かつ地域に根差した制度・政策の構築  
３．児童養護問題の予防策の拡充  
４．権利擁護の仕組みづくりと権利教育  
５．児童養護体系の見直しと専門性の向上  
６．児童養護問題の本質的把握に基づく新たな養護論の構築  
そして、児童養護問題の担い手である親やその子どもの声や社会科学的研
究に基づく児童養護問題に関する知見を広く社会に浸透させることで、特殊
な家族における特殊な問題という意識や過度な親の道義的責任の強調とい
った児童養護問題に関する偏見や誤解、無関心を払拭し、正しい認識の下で
国民的課題として児童養護問題を位置付け、児童養護制度・政策を進展させ
ていくことが重要であると強調した。また、最後に今後の研究課題を述べた。 
 
